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●大腸菌群数（月間平均値）

通常期 増加運転期 通常期 増加運転期
データ数:n 5 14 5 14 個
①平均値:μ 2,542 10,700 237 34 個/cm3
②最大値 4,800 30,000 440 220 個/cm3
③最小値 810 4,900 15 15 個/cm3
変動比 1.89 2.80 1.86 6.55 － (②/①)

※破線は「μ」 「増加」：増加運転期

硝化抑制 ∩ 塩素消毒
最終沈殿池流出水 放流水
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終沈流出水（通常期） 終沈流出水（増加運転期）

放流水（通常期） 放流水（増加運転期）

●大腸菌群数（月間平均値）

通常期 増加運転期 通常期 増加運転期
データ数:n 19 4 19 4 個
①平均値:μ 2,076 3,000 24 7 個/cm3
②最大値 5,700 5,200 75 14 個/cm3
③最小値 890 2,200 8 3 個/cm3
変動比 2.75 1.73 3.17 1.93 － (②/①)

※破線は「μ」 「増加」：増加運転期

硝化抑制 ∩ 塩素消毒
最終沈殿池流出水 放流水
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5.5 水質悪化時の対応方針の検討
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① ②
増加運転系列 バックアップ系列 ① ② ① ②

1-① 【硝化抑制】（標準法） 【脱窒抑制】（標準法） 4 1 11 5 ※1

1-② 【硝化抑制】（標準法） 【脱窒抑制】（標準法） 1 1 6 6
1-③ 【硝化抑制】（標準法 ※2） 硝化促進（標準法 ※2） 2 1 6 1
1-④ 【硝化抑制】（標準法） 【硝化抑制】（弱）（標準法） 1 1 2 1

【脱窒抑制】（標準法） 増加させていない（標準法） 1 1 6 8
【硝化抑制】（標準法） 【※4】（高度処理法 ※5） 1 1 6 4

BOD 2-② 【硝化抑制】（標準法） 【硝化抑制】（弱）（標準法） 1 1 2 2
COD 2-③ 【硝化抑制】（標準法） 硝化促進（標準法） 2 2 4 3

3-① 【脱窒抑制】（高度処理法 ※3） 増加させていない（標準法） 1 1 3 2
3-② 【硝化抑制】（標準法） 増加させていない（標準法） 1 7 2 13
3-③ 【硝化抑制】（標準法） 増加させていない（標準法） 1 1 2 2
3-④ 【硝化抑制】（標準法） 増加させていない（標準法） 2 2 2 2
3-⑤ 【硝化抑制】（標準法） 増加させていない（標準法） 1 1 1 3

4．その他 臭気・外観 4-① 【硝化抑制】（OD法） 【硝化抑制】（弱）（OD法） 1 1 3 1
※1：運転池数は、過年度の傾向分析等に基づき、準備期に計画を策定 ※4：凝集剤添加率削減によるりん除去抑制（りん増加目的）
※2：①、②の一部の池に有機物処理能力向上目的の担体添加（栄養塩類増加運転導入前から） ※5：ステップ流入式多段硝化脱窒法＋凝集剤添加
※3：嫌気無酸素好気法＋砂ろ過 （弱）：①に対して硝化の抑制強度を低めたものであり、設定DO値や送気時間、好気槽比率などを調整している。

3．試運転 データ蓄積

2．法令水質基準 の遵守
T-N 2-①

運転系列数 運転池数

1．回復期の期間短縮
（硝化細菌の確保）

余剰汚泥
の移送

目的・対象
ケース
番号

【栄養塩類増加手法】（処理方法） 増加運転期施設運転規模
備考


